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会田由翻訳賞受賞

野谷文昭　大学院人文社会系研究科・文学部教授

　人文社会系研究科の野谷
文昭教授（現代文芸論）が、
会田由翻訳賞を受賞しまし
た。会田由翻訳賞は、75 年、
財団法人日本スペイン協会
が、「ドン・キホーテ」な
どの翻訳者、故・会田氏を
記念して創設され、優れた
スペイン語訳と和訳の訳者
に贈られる歴史ある翻訳賞です。
　野谷教授は、20 世紀中葉に始まったラテンアメリカ
小説の〈ブーム〉で中軸的な役割を演じたガルシア・マ
ルケス、マヌエル・プイグ、アルフレド・ブライス・エ
チェニケらの長篇や、ラテンアメリカ現代詩を代表する
オクタビオ・パス、パブロ・ネルーダらの詩篇を翻訳紹
介しています。また、同時代のスペインでサルバドール・
ダリとともにシュルレアリスム映画の基礎を築いたルイ
ス・ブニュエルの知られざる作品の数々の翻訳紹介にも
尽力するなど、多方面にわたる業績が認められました。

第９回小林秀雄賞受賞

加藤陽子　大学院人文社会系研究科・文学部教授

　人文社会系研究科の加藤
陽子教授が、昨年刊行され
た著書『それでも、日本人
は「戦争」を選んだ』（朝
日出版社）で、このたび第
９回小林秀雄賞を受賞しま
した。
　この本は、神奈川県の栄
光学園歴史研究部で中高生
を対象に行った５日間の講
義をもとにしたものです。ふだんは文学部と人文社会系
研究科で日本の近現代史を教える加藤教授が、駒場での
教養学部時代を経た進学振り分けのあとの、文学部に進
学してきた学生だけに戦争を語るのでは遅いのではない

かという日頃の疑念に応えて、「鉄は熱いうちに打て」（同
書「はじめに」）とばかりに、中高生に向けて語りかけ
る構成となっています。
　ずばり書名のとおり、1894 年の日清戦争から 1945 年
の敗戦に至るまでの半世紀、戦争を重ねる道を日本人は
なぜ選んでしまったのかを、読者とともに考えるスタイ
ルで、わかりやすく、刊行されるやたいへんな評判とな
りました。2002 年に創設された小林秀雄賞（新潮文芸
振興会）の「自由な精神と柔軟な知性に基づいて新しい
世界像を呈示した作品に授与する」という同賞規定にま
ことにふさわしい、ユニークな歴史書です。
　日本史学研究室に所属する加藤陽子教授の専門は
1930 年代の外交と軍事の歴史、1997 年には『徴兵制と
近代日本』で博士号を取得しています。1994 年に助教
授として着任、2009 年に教授となりました。

一一般ニュース

一般

本部留学生・外国人研究者支援課

平成 22 年度第 1回 ｢外国人留学生
支援基金奨学生証書授与式｣ 開催さ
れる

　教職員ならびに卒業生の方々からの寄附金で運用され
ている「外国人留学生支援基金」は、平成 22 年度第１
回奨学生（奨学金月額５万円／支給期間：平成 22 年４
月～平成 23 年３月）として 20 名の留学生を採択し、７
月 28 日（水）に奨学生証書授与式を開催した。

謝辞を述べる陳 璟さん

　式は、田中明彦理事（副学長）（留学生支援基金運営
委員会委員長）及び小島憲道理事（副学長）（同委員会
副委員長）の臨席の下、田中理事（副学長）から奨学生
に証書が授与され、「本奨学金は教職員、卒業生の方々
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からの寄附金から支給されるものである。優秀な留学生
の皆さんには、研究・勉学の成果を期待している」との
挨拶があった後、奨学生を代表して大学院工学系研究科
博士課程の陳 璟さん（中国）から、「現在の不況な社会
経済情勢において、ご支援をいただき、東京大学の多く
の方に支えられて勉学に打ち込める環境を整えて頂けた
ことを心から感謝いたします。そして、この大切な支援
基金奨学金を大事に使って、より勉強と研究に集中して、
研究成果で貴基金の恩恵に報いるつもりです」との謝辞
が述べられた。
　なお、本奨学金受給者は、前身の外国人留学生後援会
から通算して今回で 320 名となった。ここに本基金の趣
旨にご賛同いただいている皆様のご支援に対し、改めて
御礼申し上げる次第である。

東京大学外国人留学生支援基金平成 22年度第１回奨学生一同

一般

国際本部　日本語教育センター

日本語教育センター 2010 年度夏学
期「集中日本語コース・学術日本語
コース」修了式が行われる

　日本語教育センターの 2010 年度夏学期「集中日本語
コース・学術日本語コース」修了式（修了証書授与式）が、
７月 30 日（金）15 時 30 分から医学系研究科教育研究
棟 13 階第６セミナー室で行われた。
　「集中日本語コース」は、留学生が１学期間集中的に
日本語を学習するためのコースで、今期は、1985 年度
冬学期に授業を開始した前身の組織から通算して 50 期
目の受講生、また、本年４月に旧「留学生センター」の
改組を受けて新たに発足した「日本語教育センター」と
しては最初の受講生であった。特に今期からは、新セン
ター誕生に合わせて応募資格も拡大し、初級から上級ま
で７クラス、併設の「学術日本語コース」（日本語で論
文を書くための日本語スキルを身につけるコース）の２
クラスを加えて計９クラス 90 名という、これまで最多
の受講者が４月に学習を開始した。このうち 76 名が所
定の課程を修了し、修了式を迎えたものである。

集合写真

　式には、小島憲道理事（副学長）をはじめ、修了者の
指導教員の先生方と、センター関係教職員、修了者が出
席した。小島理事（副学長）の挨拶に続き、菊地康人日
本語教育センター長から修了者一人ひとりに修了証書が
手渡され、あわせて、今期の初級クラスの出席率がいず
れも 90％超（クラスによっては約 99％）と極めて高かっ
たことなどを評価する講評が述べられた。
　続いて、修了者を代表して、シャリファ・ソフィアさ
ん（マレーシア、初級代表）、アハメッド・ムサビさん（ア
ラブ首長国連邦、中級代表）、クロスビー・キャサリン・
グレイスさん（イギリス、上級代表）の３名から日本語
によるスピーチがあり、約４か月間の日本語のすばらし
い上達ぶりに、場内からは感嘆の声があがった。
　式終了後、引き続き第二食堂で懇談会が行われた。小
島理事（副学長）は懇談会にも出席され、修了者たちに
ねぎらいの言葉をかけられた。また、指導教員を代表し
て渡邊雄一郎（総合文化）、泊幸秀（分生研）両先生からと、
５人の留学生からのスピーチがあり、和やかな雰囲気の
中で懇親会が進行した。修了者たちは、談笑し、教員を
囲んで記念撮影をするなど楽しい時を過ごし、別れを惜
しみつつ閉会となった。
　なお、今期の修了者 76 名の所属・出身は、以下のと
おり 12 研究科等、36 の国または地域である。

■研究科等（12 研究科等）
農学生命科学研究科　　　　　６名
工学系研究科　　　　　　　　30名
学際情報学府　　　　　　　　５名
情報理工学系研究科　　　　　９名　
法学政治学研究科　　　　　　４名
総合文化研究科　　　　　　　６名
人文社会系研究科　　　　　　４名
理学系研究科　　　　　　　　１名
教育学研究科　　　　　　　　１名　　
公共政策学教育部　　　　　　１名
新領域創成科学研究科　　　　５名　　
医学系研究科　　　　　　　　４名　　

■国または地域（36 カ国・地域）
・アイスランド　　　１名　・タイ　　　11 名
・アイルランド　　　１名　・台湾 　　   ３名
・アフガニスタン　　１名　・中国　　　 ４名
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・アメリカ　　　　　１名　・トルコ　　　１名
・ｱﾗﾌﾞ首長国連邦　　１名　・ナイジェリア１名
・アルジェリア　　　１名　・ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ　１名
・イスラエル　　　　２名　・ネパール　　１名
・イタリア　　　　　１名　・バーレーン　１名
・イラン　　　　　　１名　・ハンガリー　１名
・インド　　　　　　１名　・フィリピン　２名
・イギリス　　　　　２名　・ブラジル　　７名
・エクアドル　　　　１名　・ブルガリア　１名
・カナダ　　　　　　１名　・ベトナム　　２名
・韓国　　　　　　　10名　・ポルトガル　１名
・カンボジア　　　　１名　・マレーシア　５名
・コロンビア　　　　２名　・メキシコ　　１名
・スイス　　　　　　１名　・ラトビア　　１名
・スペイン　　　　　２名　・ロシア　　　１名

　　　　修了証の授与　　　　　　　修了者スピーチ

一般

総括プロジェクト機構　航空イノベーション総括寄付講座（CAIR）

「東大・ボーイング共催、航空国際
サマースクール」及び「東京大学航
空産業セミナー」開催報告

　８月３日（火）、４日（水）、工学部７号館において、
ボーイング・ジャパンと共催で航空国際サマースクール
を開催した。このサマースクールは、現在大学院生向け
に開講している「航空技術・政策・産業特論」の一環と
して実施しているもので、昨年度は、エアバス・ジャパ
ンと開催し、第２回となる本年度はボーイング・ジャパ
ンに加え、日本航空及び全日本空輸㈱の協力を得て開催
した。メーカーであるボーイングの技術開発や販売戦略
のみでなく、運航者であるエアライン側の機材選定手法
や環境、CSR（企業の社会的責任）の取り組み等の広範
な内容について、第一線で活躍する専門家から２日間に
わたる集中講義が英語で行われた。サマースクールには、
30 名の学生が参加し、英語による熱心な質疑応答がな
された。また、グループスタディでは、航空機製造産業
の戦略や、将来の航空機の姿、航空会社の今後の企業戦
略等の課題が与えられ、各グループでそれに対する提案
を発表し、優勝を競った。ボーイングが日本の大学でこ
うした講義を行うのは初めての試みであり、今後の東京
大学との協力関係を深化させる契機となることが期待さ
れる。
　また、８月 25 日（水）には、工学部２号館９階ディ
スカッションルームにおいて、社会人向けの航空産業セ
ミナーを開催した。昨今、航空宇宙産業への参入の機運

が高まっており、全国に産業クラスターが広がりつつあ
る一方で、航空産業への参入には、複雑な航空産業全体
への理解とグローバルな規格や政府認証制度等への対応
が求められ、ハードルが高くなっている。こうした中で、
本セミナーは中小企業等の企業人を中心に、航空産業全
体への俯瞰的な理解を深め、事業展開の一助となること
を目的としたもので、当初定員 30 名を予定していたが、
全国各地から予想を上回る申込みがあったため、定員を
50 名として開催した。
　最初に、本セミナーを主催する東京大学航空イノベー
ション研究会（2008 年に設立された産官学の研究会）
の代表である工学系研究科航空宇宙工学専攻の鈴木真二
教授から開会挨拶があった後、経済産業省製造産業局航
空機武器宇宙産業課課長補佐の武尾伸隆氏から、世界の
航空機産業と日本の状況について説明があり、次に、航
空機製造の技術的な特徴やサプライチェーンの将来の方
向性等について、三菱重工業㈱名古屋航空宇宙システム
製作所飛島工場長の鈴木博氏より話があった。また、住
友精密工業㈱航空宇宙技術部主幹技師の高橋教雄氏よ
り、同社の降着装置での経験を中心に装備品市場への参
入プロセス等航空機装備品事業の概要について説明がな
された。
　午後には、国土交通省航空局技術部航空機安全課長の
高野滋氏より、型式証明制度等の安全を確保するための
仕組みや米国との相互承認制度について話があり、次に、
全日本空輸㈱整備本部技術部副部長の齋藤千明氏より、
エアラインの整備部門が直面している課題と航空機整備
の現状について説明があった。続いて、鈴木教授より、
航空技術のこれまでの進展と将来動向について話があっ
た後、㈱三菱総合研究所経営コンサルティング本部市場
戦略グループ参与の奥田章順氏より、ものづくり産業全
体の視点から航空機製造業の市場やビジネスモデル、今
後の方向性等について概説があり、三菱商事㈱新産業金
融グループ産業金融事業本部エアラインビジネスユニッ
トマネージャーの宍戸昌憲氏より、航空運送業のビジネ
スモデルとして、LCC 等の動向や地域空港を活用した
新たな航空運送のビジネスモデルについて話があった。
最後に、まんてんプロジェクト取締役の千田泰弘氏より、
中小企業の航空機関連事業への参入事例と課題について
説明がなされ、セミナーは閉会となった。
　今回のセミナーは初めての試みであったが、参加者か
らは、このように航空産業全体を俯瞰できるものは他に
例がないとして、大変好評を博した。CAIR では、今後
もこうした取り組みを進め、極めて複雑な航空界全体に
対する理解の深化に貢献していきたい。
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８月３，４日のサマースクールの参加者

８月 25日の航空産業セミナーの様子

部部局
ニュース

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生・外国人研究員等との
懇親会開催される

　６月 24 日（木）18 時から、山上会館地下食堂において、
恒例となっている大学院人文社会系研究科・文学部主催
の外国人留学生・研究員及び外国人スタッフとの懇親会
が開催された。
　懇親会には、大学院人文社会系研究科及び文学部に在
籍する 16 カ国の外国人留学生・研究員、留学生博士論
文作成支援ボランティア・ネットワークである「三金会」
の先生方及び教職員の計 111 名が参加した。
　初めに小松久男大学院人文社会系研究科長・文学部長
から挨拶があり、続いて藤井省三国際交流委員会委員長
の発声で乾杯した後、懇談が始まった。
　懇談は、終始和やかな雰囲気につつまれて進み、途中
には「三金会」の先生を代表して、石平快三氏から活動
状況等をふまえた留学生とのエピソードを中心に心温ま
るご挨拶があった。
　また、前半には、国際交流室の日本語教室スタッフ等
によるヴァイオリン、パーカッションの演奏とともに歌
が、後半には、インドネシア留学生会による民族音楽の
演奏と歌が披露され、参加者から大歓声が沸き上がった。

　最後に留学生を代表して、博士課程に在籍している台
湾の王姿文さんから大変流暢な日本語でユーモアを交え
ながら挨拶があった。
　普段は研究活動に忙しい学生・研究員のみなさまも、
この日ばかりはそれぞれのお国の言葉と日本語を混ぜな
がら、お国自慢を語り合って友好を深め、楽しいひとと
きを過ごし、20 時頃盛況のうちに散会した。

小松研究科長・学部長の挨拶

先生を囲んでの楽しいひととき

部局

大気海洋研究所

国際沿岸海洋研究センター・一般公開
開催される

　岩手県の大槌町にある大気海洋研究所附属国際沿岸海
洋研究センターは恒例の一般公開を７月 19 日（月）の「海
の日」に開催した。当日は天候にも恵まれた絶好の公開
日和の中で開催され、大槌町のイメージキャラクター「お
おちゃん」も登場して来場者を迎えた。
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大槌町のイメージキャラクター「おおちゃん」

　一般公開は今年で９回目を迎え、すっかり大槌町の「海
の日」のイベントとして定着した感がある。子供たちに
人気のタッチプール、海藻押し葉、釣り堀などの体験型
企画はじめ、研究用にセンターの屋外水槽で飼育されて
いるウミガメの観察コーナー、午前と午後２回行なわれ
たセンター内見学ツアー、紙芝居「おにぎりとうみ」、満
員の方々が興味津々で聴講した講演会「大槌のイルカの
声が聞けるか？」、見学者が途切れることのなかった調査
船「弥生」の公開など、どの企画も盛況であった。来場

子供達に大人気のタッチプール

者も約 1200 人を数え、終日センター内は子供からお年
寄りまで地域の方々で大いに賑わった。来場者から寄
せられたアンケートでは、「とても良かった」、「一般公
開を複数回実施してほしい」、「子供ができる実験なども
行ってほしい」など本センターに対する地域の方々の期
待の大きさがうかがえる回答が多かった。

部局

生産技術研究所

「HPC最先端シミュレーション技術に
関するジョイントシンポジウム」開催

　７月 29 日（木）、30 日（金）の２日間にわたり、
HPC 最先端シミュレーション技術に関するジョイント
シンポジウムを開催し、学内外から延べ 608 名に上る参
加があった。
　このシンポジウムは「イノベーション基盤シミュレー
ションソフトウェアの研究開発」プロジェクト（平成
20 年～ 24 年）の開発状況と、次世代スパコンの活用を
前提とした「次世代スーパーコンピュータ戦略プログラ
ム」（平成 21 年度：実施可能性調査、平成 22 年度：準
備研究 、平成 23 ～ 27 年度：本格研究期間予定）の実
行計画を紹介し、さらに、今後のものづくり分野におけ
る HPC(High Performance Computing) への期待と課題
を議論することを目的として開催したが、HPC の産業
利用に対する期待がますます大きくなっていることを実
感できる結果となった。
　１日目は、野城智也生産技術研究所長と文部科学省の
研究振興局担当の倉持隆雄大臣官房審議官（現：研究振
興局長）の挨拶に始まり、「次世代スーパーコンピュー
タ戦略プログラム」の次世代ものづくり戦略機関として
ネットワーク型の体制のもとで推進している３機関（本
学生産技術研究所、JAEA、JAXA）の代表から、それ
ぞれの立場での成果や今後の展開についての講演が行わ
れた。続くパネルディスカッションでは、京速度コン
ピュータ「京」を中核としたHPCI を利用した先端的シ
ミュレーション技術がこれからの設計にどのように貢献
できるかについて産学両サイドから、非常に白熱した議
論が行われた。
　２日目は「イノベーション基盤シミュレーションソフ
トウェアの研究開発」プロジェクトの加藤千幸研究代表
（生産技術研究所教授）から開発状況の全貌について報
告された後、このプロジェクトの研究開発を推進してい
る３グループごとに、それぞれの研究テーマリーダーか
ら開発しているソフトウェアについて詳細な報告と事例
の紹介が行われた。引き続き行われた質疑応答では、産
業界の第一線で活躍されている方々から、貴重かつ大変
有用な意見が数多く寄せられ、熱気の冷めやらぬうちの
閉幕となった。

「弥生」には常に見学者が
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パネルディスカッションの様子

ソフトウエアの紹介をする加藤千幸教授

部局

大学院経済学研究科・経済学部

留学生バス旅行を実施

　大学院経済学研究科・経済学部では、７月 30 日（金）
に初めての留学生の笠間焼陶芸バス旅行を実施した。参
加者は、留学生 23 名、引率の教職員４名の計 27 名であっ
た。
　当日は、雨の降るあいにくの天候だったが、出発予定
時刻より若干遅れて、大型バスで本郷キャンパスを出発
した。
　午前中は、茨城県笠間市にある「大津晃窯」に到着し、
笠間焼陶芸体験コースに参加し、指導員のサポートを受
けながら、全員が真剣な面持ちで取り組んでいて、終始
和やかな雰囲気での体験となった。
　昼食は、笠間稲荷近くに移動し、刺身・てんぷら定食
を食べた。大雨のため、笠間稲荷への散策は取りやめ、
部屋でのんびりくつろいだ後、守谷市にあるアサヒビー
ル茨城工場へ移動した。朝が早かったこともあり、多く
の留学生が車内で熟睡し、ガイドさんの声で目を覚ます
と、いつの間にか、快晴となっていた。同工場に到着し、
玄関で集合写真を撮った後、まず自分の手でビールの原
料麦芽やホップに触れ、仕込み用の釜や発酵熟成用のタ
ンク、びん詰・缶詰の製造ラインを見学した。留学生た
ちは、箱詰め作業のスピードに驚いていた。その後、お

待ちかねの試飲コーナーに移動し、展望フロアでの試飲
は満足の様子だった。帰りの交通は、東京までつくばエ
キスプレスを利用し、全員笑顔で解散した。
　参加者にアンケートを取ったところ、定期試験の翌日
実施は夏休み前のイベントとして最良であり、陶芸体験
及び工場見学も好評であった。とくに、陶芸体験は、日
本での滞在期間が長い学生にとっても、これまでやって
みるきっかけがなかったということで、魅力的だったよ
うだ。皆で体験を共有し、楽しい一日を過ごせたことは
一番の収穫である。

「大津晃窯」前にて

真剣な面持ちでろくろを回しています

ビール工場入口にて記念撮影
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部局

地震研究所

一般公開・公開講義、盛況に終わる

　８月３日（火）、この夏の例にもれず猛暑となった一
日だったが、約 700 名の方々に地震研究所一般公開にお
越し頂いた。15 時から安田講堂で開催された公開講義
にも 600 名ほどの来場があった。
　今年の一般公開は見どころが満載となり、例年より会
場を拡大しての実施となった。人気の学生実験は大幅リ
ニューアルし、初公開の鯰絵展示のほか、100 年前の地
震計が稼働している地震計博物館では自分のジャンプの
地震計記録を持ち帰り頂いた。さらにミニ講演会ではの
どを潤しながら最先端の地球科学を味わって頂いた。
  20 回目を迎える来年度の一般公開も、さらにご期待頂
けるように取り組んでいく予定である。

学生実験『霧箱を用いた宇宙線の観察』。たくさんの来場者の前で
説明する修士課程の大学院生。

技術職員のプロフェッショナル指導による工作コーナー。

 

学生実験『バネとブロックとベルトコンベアによる地震の観察』。
来場者に解説をする博士課程の大学院生。
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http://pari.u-tokyo.ac.jp

12vol. Policy + alt
ポリシーアルト

※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

新センター長からのメッセージ

　8 日 1 日をもって
政策ビジョン研究セ
ンター長に就任いた
しました。総合大学
である東京大学の利
点を活かし、社会の
多様な関係者の課
題意識を踏まえて、
関連する科学技術

研究や人文社会科学研究の最先端研究を突
き合わせ、充分なデータと論理に基づいた、
課題の分析と解決のための政策の選択肢を提
示すること、そしてそれらの研究成果を政策
に関心をもつ一般の方々が理解でき、現実
の社会の改善に結びつくような形に加工し、

　高齢化に伴い、日本の医療負担は急増してい
ます。今、改革をしないと団塊の世代が 75 歳
に達する 10 数年後には、日本の医療は崩壊す
るのではないかと言われています。政策ビジョ
ン研究センターでは、日本の医療をより効率的
で、質の高いものにすべく山形県や徳島県など
で実証研究に取り組んでいます。
　日本の医療を改革するため、当センターの地
域医療情報化研究実証プロジェクトが取り組ん
でいるのが、インフラ整備です。医療制度を
改革するには、医療の現状を正確かつ客観的
に把握することが重要と考え、ＩＴ技術を活用し
た医療情報インフラ構築に注力しています。
　例えば、山形県では、診療・看護、会計、

発信することが当センターのミッションです。
　最近では政策形成プロセスの透明化が進
み、従来人々の目に触れることのなかった、
政策決定プロセスの有り様が開示されるこ
とになり注目を集めましたが、同時に実質
的な政策判断の基準や根拠に対する疑問
を、世に投げかける結果ともなりました。
エビデンスに基づいた政策の立案、および
政策の優先順位を規定する論拠が求められ
る中、充分なデータと論理に基づいて多面
的観点から行われる政策議論へのニーズ
は、ますます高まっているといえます。
多様な情報を踏まえた政策発信
　また、そうした議論をわかりやすい形で伝
えるインタープリターの役割も重要です。多様
な情報を構造化して提示することによって問題
点を明確化し、政策・制度や技術社会システ
ムの多様な便益やリスクをバランスよく評価し
て、社会意思決定にフィードバックするメカニ

http://pari.u-tokyo.ac.jp/policy/index_6_iryoit.html
詳細は当センターHPをご覧ください。

物流など、これまでの医療情報システムでは
別々に取り扱っていた情報を一元的に取り扱う
ことができる、最先端の医療情報システムの導
入に取り組んでいます。
　従来のシステムは、動作が遅い、システムダ
ウンが起こるなどの理由により、十分に医療現
場に浸透したとは言えないのが現状です。また、
これまでのシステムではリアルタイム処理ができ
なかったために、「処置中止」のオーダーが処置
後に届くこともあり、非常に危険であったことも
医療現場に浸透しなかった理由の一つです。
　当センターの秋山昌範教授は、最先端のクラ
ウド技術を利用し、この問題を解決するシステ
ムを開発しました。今後地域でこの最先端シス
テムを導入し、どの程度医療事故を減らし、病
院経営を効率化できるかの実証研究を行う予
定です。

　また、糖尿病の死亡率が全国で最も高い徳
島県では、１患者１カルテを実現し、病院・診
療所・保健センターなどの医療福祉機関が連
携することで包括的な糖尿病予防・管理を可
能にするための医療情報インフラを構築してい
ます。長期的には、システムに蓄積された患者
データを分析し糖尿病予防・治療に役立てると
いった研究にも取り組む予定です。
　当センターでは上記に加え、個人情報保護の
観点から、関係する法律に基づいた必要十分
な匿名化の方法と、同意取得の手続きに関す
る研究も行っています。こうした内容を踏まえ、
医療法制度に関して積極的に提言を行い、日
本の医療制度改革を実現するために活動してい
ます。

政策ビジョン研究センター活動マップ（2010 年 9月現在）

高齢者・医療系

イノベーション系

グローバル系

● COCN合同 高齢化社会研究会
● 市民後見研究ユニット
● 市民後見・教育研究実証プロジェクト
● 医療における IT 政策研究ユニット
● 地域医療情報化研究実証プロジェクト
● 医療機器の開発に関する政策研究ユニット

● 知的財産権とイノベーション研究ユニット
● 技術ガバナンス研究ユニット
● テクノロジーアセスメントプロジェクト
● 航空政策研究ユニット

● 北東アジアの安全保障研究ユニット

高齢社会

医療情報

医療機器

知的財産権と
イノベーション

技術ガバナンス

航空政策

アジア

ズムが、今まさに求められていると思います。
　Policy Alternatives（政策の選択肢）を
研究するセンターとして、多様な研究の現
場と社会をつなぐ橋渡しとなり、研究者間
はもちろん、民間企業、メディアや NPO と
いった様々な民間機関の方々とも連携しな
がら、新しい政策の選択肢を提示できるよ
う努めてまいりたいと思います。
　現在、当センターでは、テーマ毎に研究
ユニットが発足し、それぞれの課題に応じ
た研究会やシンポジウムを通して研究成果
の発信をしています。今後、様々な媒体を
使って政策の研究・提言活動を展開してい
くつもりです。学内において社会への政策
発信の必要性を感じておられる方や、学外
から東京大学のこのような活動に関心を持
たれている方のご支援・ご協力を期待して
おります。
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お知らせ
お知らせ
情報基盤センター

10月新コース「はじめての論文の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　レポート・論文・ゼミ発表で、文献探しや文献整理に
困っていませんか？
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

■ 10/6（水）12:10 ～ 12:30　自宅から検索するには？
（20 分のワンポイント講習会） 
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCS アカウント認証による SSL-VPN Gateway サービ
スを紹介します。

■ 10/8 （金）16:00 ～ 17:00
　10/27（水）15:00 ～ 16:00（10/8 と同内容）
　はじめての論文の探し方【新コース】
　「文献検索は初めて」という初心者の方向けに、文献
リストの読み取り方、図書、雑誌、日本語論文（CiNii）、
英語論文（Web of Science）の基本的な探し方、自宅か
らデータベースや電子ジャーナルを使う方法を実習しま
す。（「文献検索早わかりコース」に参加した方は受講不
要）

■ 10/12（火）16:00～17:00　EndNote Webを使うには？

　Web 版の文献管理ツール「EndNote Web」の基本的
な使い方を説明します。データベースからのデータの取
り込み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習し
ます。

■ 10/14（木）11:00 ～ 12:00　RefWorks を使うには？
　Web 版の文献管理ツール「RefWorks」の基本的な使
い方を説明します。データベースからのデータの取り込
み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習します。

■ 10/15（金）12:10 ～ 12:40　日本の論文を探すには？
（30 分のクイック講習会）
　日本国内の雑誌論文の代表的なデータベース「CiNii」
（サイニィ）の使い方をコンパクトに解説します。

■ 10/26（火）16:30 ～ 18:00（農学生命科学図書館共催）
　レポート＆論文作成対策講習会　第 2弾！
　～日本語文献の探し方 ＋ EndNote Web ～
　6 月の第 1弾に続き、今回は、国内論文の代表的デー
タベース「CiNii」（サイニィ）を使って日本語文献を探
す方法と、Web 版の文献管理ツール「EndNote Web」
の基本的な使い方を教えます。初めてでも大丈夫！
【会場】農学生命科学図書館 本館３階 PC端末室
（農学生命科学研究科・農学部所属でない方も参加可能）

■ 10/29（金）15:00 ～ 16:00
　留学生向け「OECD iLibrary」講習会（English）
　　　　　　　　　　　　　　　　【10 月限定コース】
　OECDの出版物・データベースをすべて収録したデー
タベース「OECD iLibrary」の講習会です。統計データ
を探し、エクセル形式でダウンロードできます。
　提供元から講師をお招きして、英語での講習をします。
この機会をお見逃し無く！

月 火 水 木 金
10/4 10/5 10/6

12:10-12:30
自宅から
検索する
には

10/7 10/8
16:00-17:00
はじめての
論文の
探し方

10/11 10/12
16:00-17:00
EndNote Web
を使うには

10/13 10/14
11:00-12:00
RefWorks
を使うには

10/15
12:10-12:40
日本の論文
を探すには

10/18 10/19 10/20
15:00-16:00
留学生向け
ガイダンス
（中国語）※

10/21 10/22

10/25 10/26
16:30-18:00
レポート＆
論文作成
対策講習会

10/27
15:00-16:00
はじめての
論文の
探し方

10/28 10/29
15:00-16:00
OECD
iLibrary
（English）

（※）10/20 は別記事「中国語で講習します！留学生の
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ためのはじめての論文の探し方ガイダンス」参照

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
　（10/26 は農学生命科学図書館本館３階 PC端末室）

●参加費：無料

●予約不要　各回先着 12 名。直接ご来場ください。

●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！
　オーダーメイドの講習会を、随時承っています。（無料）
　詳細は下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

● Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。（無料）
　配信ご希望の方は、下記アドレスまでメールでご連絡
ください。

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
　学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
情報基盤センター

中国語で講習します！「留学生のためのはじ
めての論文の探し方ガイダンス」

　情報基盤センター図書館電子化部門では、中国語で、
「留学生のためのはじめての論文の探し方ガイダンス」
を開催します。
　内容は、レポート・論文作成に役立つ、データベース
を使った図書や雑誌論文の検索実習です。
　実際にパソコンを操作しながら実習します。

　入門的な内容ですので、新入学の留学生に限らず、中
国語での講習を希望する初心者の方の参加も歓迎しま
す。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

●講習内容
・図書の探し方（東京大学OPAC、Webcat）
・雑誌論文の探し方（電子ジャーナル、東京大学
OPAC）

・あるテーマに関する論文の探し方
　　中国語論文：中国期刊全文数据　（CNKI）
　　日本語論文：CiNii
　　英語論文：Web of Science
・自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法

●会　場：
　本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
　
●日　時：10/20（水）15:00-16:00

詳細は下記のサイトをご覧ください。（中国語）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/c/training-c.html

●参加費：無料

●予約不要
先着 12 名。直接ご来場ください。

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/c/training-c.html
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お知らせ
附属図書館

平成 22 年度冬学期総合図書館備付け図書の
推薦について

　総合図書館では、学生の学習・研究を助け、また教養
をより豊かにするために、全学の教員（常勤講師以上）
から図書を推薦していただく制度を設けております。
　つきましては、平成 22 年度冬学期に向けて下記のと
おり図書の推薦をお願いいたします。

1 推薦の範囲
（1）講義に密着した図書は、本郷キャンパスの講義を対
象とします。
（2）その他、学生の教養書としてふさわしいものをご推
薦ください。
　ただし、雑誌および学生にとってあまりに高度な専門
図書は除いてください。

2 推薦締切り　
講義に密着した図書は、平成 22 年 10 月 29 日（金）
その他の図書の推薦は常時受け付けます。

3推薦方法
総合図書館備付け図書推薦要領によります。
※推薦要領は、各部局図書館（室）に備付けております。

4 問合せ先
　　附属図書館情報管理課選書受入係
　　　内線： 22626
　　　e-mail： sen@lib.u-tokyo.ac.jp

＊附属図書館Web サイト
　（http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）
上記サイトの「ニュース」にある「総合図書館備付け図
書の推薦について（10/01）」もご参照ください。

お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

第 18 回理学部公開講演会
｢情報と物質～世界を決める２つの要素｣

　我々を取り巻く自然界の成り立ちとしくみを調べるの
が理学の究極の目的です。そのためには自然を構成する
物質とそれが表す情報の両方を知り、その関係を明らか
にすることが重要です。今回は、これらを直接の対象と
している研究の中から特に興味深い３つの話題を取り上
げます。化学・情報科学・物理学での最新の研究成果が
日常生活とどのような繋がりを持つのかもご紹介いたし
ます。

日時：　11 月７日（日）14：00 ～ 16：40（13：00 開場）
　　　　＊終了後、講演者との歓談の時間を設けます。
会場：　本郷キャンパス　安田講堂
入場：　無料　事前申し込み不要
　　　　どなたでもご参加いただけます。
定員：　７００名　（当日先着順）

講演内容：
「光でON－ OFFする物質を創る」
大越　慎一　（理学系研究科化学専攻　教授）

「モデルと本物：化学と生物学の場合」
萩谷 昌己　（情報理工学系研究科長・理学部情報科学　
科教授）

「原子核の新しい顔」
大塚 孝治　　（理学系研究科附属原子核科学研究セン
ター長・物理学専攻教授）

中継：インターネット配信を予定。
主催・問い合わせ先：　
大学院理学系研究科・理学部広報室
TEL：03-5841-7585　
E-mail: kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp
URL:http://www.s.u-tokyo.ac.jp/PL18



川野重任名誉教授

　川野重任先生は、2010
年７月 22 日（木）に御逝
去されました。享年 99 歳。
先生は、昭和 17 年１月、
その前年 11 月に新たに附
置された東洋文化研究所経
済・商業部門に助教授とし
て就任され、昭和 26 年教
授に昇進、昭和 41 年４月
からは研究所長を務められました。また学外では、ア
ジア経済研究所副所長、米価審議会会長、農政審議会
会長などを歴任され、昭和 47 年に停年退官されまし
た。その後東海大学教授、日本国際教育協会理事長な
どを務められ、平成５年には文化功労賞を受賞されま
した。
　川野先生は、東京帝国大学農学部副手時代台湾で現
地調査を行われ、その成果を昭和 16 年『臺彎米穀経
済論』として公表されました。この書物は昭和 40 年
代半ばに、先生の下で学んだ台湾留学生によって、「土
匪の鎮定」の「義賊の鎮定」への訳し替えといったエ
ピソードもありましたが、中国語に翻訳されており、

現在でも日本植民地時代台湾農業経済の研究書として
貴重な文献となっています。まさに先生は、日本での
アジア研究の本格化という責務を担った第一世代の代
表者のお一人でした。そして戦後には、日本の農地改
革の評価や、農業と非農業間での労働移動問題などの
理論的・実証的研究を行われました。同時に、アジア
地域の農業発展を巡る問題解明にも多大の努力を払わ
れました。その成果は、『農業発展の基礎条件』とし
て退官時に公刊されています。
　東洋文化研究所の設立時から専任教官を務められた
先生は、折にふれ、研究所に関わるさまざまな事柄を
後輩に伝えてくださいました。終戦直後には、設立趣
意に「大東亜共栄圏」の文字が散見されたので、研究
所の廃止が GHQなどで議論されたこと。また「附置」
研であったため、総長の選挙権を与えられていなかっ
たこと。さらに学際研究と専門分野研究との関連を
巡って、教官の間で意見の対立があったことなど。
　東洋文化研究所の創立 70 周年を来年迎える前での
先生の御逝去によって、草創期からの研究所を知る先
生は１人もおられなくなりました。川野先生やその同
僚だった先生方が研究所運営やアジア研究の確立に注
がれた多大の貢献を忘れることなく、現役世代はこれ
からのアジア研究の発展に努力していく積りです。

（東洋文化研究所）

訃　報

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

22.8.15 染矢　聡 出向期間満了（産業技術総合研究所主任研究員）大学院新領域創成科学研究科准教授
22.8.31 松崎　政紀 辞　職（自然科学研究機構基礎生物学研究所教授）大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター准教授
22.8.31 HWANG HAROLD 

YOONSUNG
辞　職（大学院新領域創成科学研究科特任教授）大学院新領域創成科学研究科教授

22.8.31 井上　優介 辞　職 医科学研究所附属病院准教授
22.8.31 安達　毅 辞　職（秋田大学国際資源学教育研究センター

　　　　教授）
生産技術研究所准教授

（採　　用）
22.9.1 唐津　惠一 大学院法学政治学研究科附属ビジネスロー・比

較法政研究センター教授
22.9.1 長谷川　宗良 大学院総合文化研究科准教授 自然科学研究機構分子科学研究所助教

（昇　　任）
22.8.16 中山　洋平 大学院法学政治学研究科教授 大学院法学政治学研究科准教授
22.8.16 伊藤　喜久治 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
22.8.16 今橋　映子 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
22.9.1 松本　芳嗣 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
22.9.1 中村　宏 大学院情報理工学系研究科教授 大学院情報理工学系研究科准教授
22.9.1 桐生　茂 医科学研究所附属病院准教授 医科学研究所附属病院講師
22.9.1 遠藤　仁 物性研究所附属中性子科学研究施設准教授 物性研究所附属中性子科学研究施設助教

（配 置 換）
22.8.31 安達　毅 生産技術研究所准教授 環境安全研究センター准教授
22.9.1 吉川　健 環境安全研究センター准教授 生産技術研究所附属サステイナブル材料国際研究セ

ンター准教授
※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

人事異動（教員）
連 絡事 務
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特集
02 「ハーバード白熱教室 in JAPAN」開催

NEWS
04 会田由翻訳賞受賞
04 第９回小林秀雄賞受賞

一般ニュース
04 本部留学生・外国人研究者支援課

平成 22 年度第 1回「外国人留学生支援基金奨
学生証書授与式」開催される

05 国際本部　日本語教育センター
日本語教育センター 2010 年度夏学期「集中日
本語コース・学術日本語コース」修了式が行わ
れる

06 総括プロジェクト機構　航空イノベーション総括寄
付講座（CAIR）
「東大・ボーイング共催、航空国際サマースクー
ル」及び「東京大学航空産業セミナー」開催報告

部局ニュース
07 大学院人文社会系研究科・文学部

外国人留学生・外国人研究員等との懇親会開催
される

07 大気海洋研究所
国際沿岸海洋研究センター・一般公開開催され
る

08 生産技術研究所
「HPC 最先端シミュレーション技術に関する
ジョイントシンポジウム」開催

09 大学院経済学研究科・経済学部
留学生バス旅行を実施

10 地震研究所
一般公開・公開講義、盛況に終わる

コラム
12 ASIAN DIVERSITY  No. 1
12 PCリユースのわ　第 11回
13 ケータイからみた東大 ～東大ナビ通信～No.3
14 Policy + alt　vol.12
15 Crossroad　産学連携本部だより　vol.58
16 コミュニケーションセンターだより No.69
16 インタープリターズバイブル　vol.38
17 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 55回
18 FOREST  NOW　行動シナリオの「今」をレポート

INFORMATION
お知らせ

19 情報基盤センター
10月新コース「はじめての論文の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

20 情報基盤センター
中国語で講習します！「留学生のためのはじめ
ての論文の探し方ガイダンス」

21 附属図書館
平成 22 年度冬学期総合図書館備付け図書の推
薦について

21 大学院理学系研究科・理学部
第 18回理学部公開講演会
｢情報と物質～世界を決める２つの要素｣

訃報
22 東洋文化研究所

川野重任名誉教授

事務連絡
22 人事異動（教員）

淡青評論
24 2020 年の東京大学

編 集後 記
　みなさん、１ヶ月ぶりです。またしても（と）です。今回は（し）
さんがあまりにも忙しいので２号連続執筆です。これは学内広報
史上初めてのことです。おお、なんかかっこいい！
　かっこいいと言えば、今回の特集のサンデル先生も、かっこい
いですよね。安田講堂満員の聴衆を相手に討論するサンデル先生
の雄姿を、ぜひテレビ等でもチェックしてください。学生を指さ
す先生のするどい仕草に、しびれること必至です。
　さて、なんと私は今月で異動になりました。みなさん短い間で
したが（２ヶ月！）本当にありがとうございました。今後とも学
内広報を、どうぞよろしくお願いします。（と）

◆表紙写真◆
　白熱するサンデル教授の講義（２ページに関連記事）



淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。
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東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

2020 年の東京大学

　東京大学国際化推進長期構想の策定作業に携わる中で学んだことは多い。海外の有力大学の国際化動
向調査を通じて、これらの大学が優秀な学生や教員の獲得競争を展開していることを実感できた。東京
大学の国際化に関する学内調査では、教育研究の国際化に取り組む全学の教職員の声や留学生・外国人
研究者の声に耳を傾けることができた。策定作業の中間成果に当たるこれらの知見は長期構想ととも
に、今年の４月に国際連携本部を発展改組して発足した東京大学国際本部のウェブサイトに掲載されて
いる。(http://dir.u-tokyo.ac.jp/Archives/)
　構想の策定に当たって心がけたことが二つある。一つは、東京大学のさまざまなステークホルダーの
「身になって考える」ことである。自分が外国の若者だったとして、どのような東京大学なら留学して
みたいと思うか。自分が大企業や官庁の採用担当者だったとして、どのような東京大学卒業生なら採用
してみたいと思うか。自分が学術の最先端を競う理系教員だったとして、どのような体制・制度なら今
以上に力を発揮できるか。すべてのステークホルダーにとって最善といえる国際化を東京大学は目指す
べきだと考えたからである。もう一つは、構想が目標年度とした 2020 年度の東京大学の姿をイメージ
することである。たまたま 2020 年度は私が定年まで本学に勤務した場合の最終年に当たる。2020 年度
の東京大学はどれほど国際化しているだろうか？　辞めてゆく私はそれに満足しているだろうか？
　この先もこの問いかけを何度も繰り返すことになると思う。

中川淳司（社会科学研究所）

　東京大学国際連携本部は今年の３月に「東京大学国際化推進長期構想」
を提言としてとりまとめて濱田総長に提出した。2005 年の 10 月に国際
連携本部の国際企画部長に任命され、４年半にわたりこの構想の策定作
業に携わった。国際経済法の教育研究に専ら従事してきた一教員が全学
の国際化の構想を練るよう命じられ、戸惑うことも多かったが、幸い優
秀で情熱にあふれた国際企画部の教職員に恵まれ、何とか任務を完了で
きた。
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